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	 ＜あらまし＞授業での学習効果を高めるためには，授業設計・準備・実施，学習評価，フィードバ

ックから構成される一連の教育実践サイクルが必要である。本研究では，教育・研修支援システム Key 
Words Meeting(KWM)のWeb版を中学校 1年の数学科の授業に導入し，その結果をもとに KWMを
中学校で継続的に運用する方法について検討した。 
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１．はじめに	 
	 近年，教育現場における ICT の導入は著しく
進んでおり，電子教科書や電子黒板などが積極的

に導入されている。こうした教材・機器の利便性

の向上に加えて，学校教育の基本である授業の学

習効果を高めるためには，授業設計・準備・実施，

学習評価，フィードバックからなる教育実践サイ

クルの実施を ICT によって支援する方法が必要
である。 
	 本研究の目的は，KWM の Web 版を中学校 1
年の数学科の授業に導入し，その結果をもとに，

KWM を中学校で継続的に運用するための方法

について検討することである。 

２．方法	 

2.1.	 対象授業と対象者	 

	 対象者は，某中学校 1年生の A組 30人，B組
29人，C組 29人の 3学級 88人とした。対象授
業は，同一の教員によって行われた 1学期の数学
の授業とした。授業は，「正の数・負の数」につ

いて 5回，「正の数・負の数の計算」について 17
回，計算練習を 2回の計 24回実施された。 
2.2.	 KWM を用いた授業の流れ	 
	 KWMは以下の 5つの流れから構成される。 
1)教員が授業内容を複数のメインキーワード（メ
イン kw）とそれに付随するサブキーワード（サ
ブ kw）を登録し，授業を実施する。 

2)教員は授業後に進捗にあわせて事前に登録し
たキーワードの修正を行う。 

3)生徒は授業で記憶に残ったメイン kw とサブ

kw，補足説明の希望有無，ノートや質問，授
業における気づきを報告する。 

4)教員は，キーワードの記憶状況や補足説明の希
望状況などの情報をもとにフィードバックを

行い，その内容の公開範囲を決めて開示する。 
5)生徒は，指定期間内に教員からのフィードバッ
クの内容を閲覧する。 

３．結果	 
	 教員は，対象授業計 24回の内容にあわせてメ
イン kw 9個，サブ kw 24個の登録を行った。そ
の後，生徒の記憶に残ったメイン・サブ kwの報
告をパソコン教室にて実施した。パソコン教室で

は，まず KWM へのログイン方法，記憶に残っ

たメイン kwとサブ kwにチェックをつける方法
について操作説明と実習を 25分行い，残りの 25
分で生徒による学習状況の報告を行った。 
	 報告を行った生徒は，A組 27人（欠席 3名），
B 組 27人（欠席 2名），C組 28人（欠席 1名）
であった。生徒が報告を行った後，教員は生徒へ

のフィードバックを行い，生徒に自宅のパソコン

やスマートフォン，学校に設置された iPadを用
いて，フィードバックを閲覧するよう声かけを行

い，閲覧を促した。フィードバックを閲覧した生

徒は，全 88人中 12人（13.6%）であり，内訳は
A 組 6 人，B 組 3 人，C 組 3 人であった。教員
の補足説明と生徒の反応の一例を図１に示す。 
	 



４．考察	 
本研究では，生徒の授業後の学習状況の報告は

１回であった。中学校の主要教科の授業回数は

週に 3〜4回となっており，各学級の授業進度に
よっては，授業後の学習状況の報告の時間を確

保することが難しい。新学習指導要領では，「指

導計画の作成等に当たって配慮すべき事項」に

おいて，「見通しを立てたり，振り返ったりする

学習活動の重視」という点が規定されている。

それを受けて，授業終了前 5分の時間を用いて，
教員がその日の授業のまとめを箇条書きで生徒

と確認する授業も行われている。授業のまとめ

は，すなわち授業におけるメイン kwとサブ kw
の確認であり，この時間で記憶に残ったキーワ

ードのチェックを行うことで，本課題を解消す

ることができると考えられる。 
そのためには，生徒一人一人が自由に使える個

人端末や学内ネットワークを確保し，日常的に

触れられる ICT 環境の構築が必要になると考え
られる。近年では，多くの中学校にパソコン教

室が配備されているが，教室への移動時間が必

要であることや，全学級が一斉に使用できない

ことがデメリットとして考えられる。そのため，

生徒用の個人端末は，通常の教室で運用できる

タブレット端末が望ましい。 

KWMを導入するメリットは，授業内での復習
や授業外での補習授業を，教員がWeb上での補
足説明や継続的質疑の実施で代替できる点であ

る。KWMは補足説明や継続的質疑の内容が，デ
ータベースとして残されるため，生徒は授業後

や定期考査前に自由に復習することができ，さ

らに経年データベースとして残すことで受験時

の復習にも活用できると期待される。 
一方で，生徒が教員のフィードバックを閲覧す

るためには，教員が促すだけでは難しいという

こともわかった。そのため，今後は生徒にタブ

レット端末を使用することの楽しさを経験させ

る場面や，補習授業の際にタブレット端末を用

いるなど，指導計画に ICT 機材をどのように組
み込むかを工夫することが必要である。	 
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図１	 教員の補足説明と学生の反応	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 


